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本
学
の
大
学
祭
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
「
大

学
祭
40
年
の
あ
ゆ
み
」
に
あ
る
よ
う
に
市

邨
学
園
短
期
大
学
の
「
秋
桜
祭
」
に
は
じ

ま
り
ま
す
。
昭
和
54
年
に
市
邨
学
園
大
学

が
開
学
し
、
翌
55
年
の
秋
に
は
大
学
も
大

学
祭
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
学

の
大
学
祭
の
名
称
は
校
名
変
更
の
年
に

「
名
経
大
祭
」
と
な
り
、
昭
和
63
年
に
は
四

大
・
短
大
が
合
同
し
て
行
う
「
双
六
祭
」

に
、
さ
ら
に
市
邨
学
園
短
期
大
学
が
名
古

屋
経
済
大
学
短
期
大
学
部
と
な
っ
た
の
を

機
に
「
名
経
祭
」
と
な
り
現
在
に
い
た
り

ま
す
。
本
学
の
大
学
祭
は
短
期
大
学
時
代

を
含
め
て
今
年
で
41
回
目
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
伝
統
の
重
み

を
感
じ
ま
す
。

大
学
祭
と
い
う
空
間
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
が
集
ま
る
場
で
す
。
本
学
の
学
生
は

も
と
よ
り
、
教
職
員
、
他
大
学
の
学
生
、

地
域
の
大
人
、
子
ど
も
な
ど
多
く
の
人
々

が
集
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
日

ご
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
空
間
で
活
動
し
て

お
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
考
え
方
や
価

値
観
も
異
な
り
ま
す
。
大
学
祭
は
、
こ
の

個
々
の
違
い
を
乗
り
越
え
、
い
ろ
い
ろ
な

人
々
が
と
も
に
集
い
、
楽
し
み
、
一
体
と

な
れ
る
空
間
を
提
供
で
き
る
数
少
な
い
機

会
で
す
。

教
職
員
も
こ
こ
数
年
、
学
生
の
自
主
性

を
尊
重
し
つ
つ
参
加
を
心
が
け
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
は
特
に
参
加
に
積
極
的
で
す
。

学
生
、
教
職
員
、
地
域
住
民
を
含
む
で
き

る
だ
け
多
く
の
人
々
が
集
い
、
大
学
祭
を

盛
り
上
げ
る
こ
と
が
学
生
の
無
気
力
、
無

関
心
の
傾
向
を
抑
え
、
ゼ
ミ
や
ク
ラ
ブ
活

動
の
活
性
化
、
ひ
い
て
は
大
学
の
あ
ら
ゆ

る
面
に
お
い
て
の
活
性
化
へ
と
つ
な
が
り

ま
す
。
大
学
祭
は
、
ま
さ
に
大
学
の
活
力

を
示
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
一
つ
と
い
っ
て

よ
い
で
し
ょ
う
。

大
学
祭
の
内
容
は
多
彩
で
す
。
ゼ
ミ
、

ク
ラ
ブ
活
動
の
発
表
、
模
擬
店
、
コ
ン
サ

ー
ト
、
講
演
会
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
を
通
じ
て
、
学
生
、
教
職
員
の
親
睦
、

地
域
の
人
々
の
参
加
、
大
学
の
地
域
へ
の

開
放
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
企
画
運
営
は
、

学
生
委
員
会
の
特
別
委
員
会
で
あ
る
「
大

学
祭
実
行
委
員
会
」
が
行
っ
て
い
ま
す
。

大
学
祭
の
テ
ー
マ
に
は
、
そ
の
時
々
の
学

生
の
意
気
込
み
が
凝
縮
さ
れ
て
表
現
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
本
年
度
の
22
名
の
委
員
が

掲
げ
た
テ
ー
マ
は
、「
Ｂ
ａ
ｎ
ｇ
！
Ｂ
ａ
ｎ

ｇ
!!
Ｂ
ａ
ｎ
ｇ
!!!
」、「
今
の
自
分
た
ち
に

し
か
な
い
可
能
性
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

大
学
祭
を
！
」
と
、
若
さ
あ
ふ
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
爆
発
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
欲
を

感
じ
さ
せ
、
期
待
が
高
ま
る
ば
か
り
で
す
。

今
年
は
「
愛
・
地
球
博
」
が
盛
大
に
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
人
種
、
宗
教
、
体
制
の

違
い
を
乗
り
越
え
て
多
く
の
国
や
地
域
の

人
々
が
参
加
し
、
未
来
を
模
索
し
て
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
々
が
触
れ
あ
い
、
助

け
あ
う
光
景
は
微
笑
ま
し
い
。
こ
の
意
味

に
お
い
て
、
規
模
は
小
さ
い
が
大
学
祭
も

同
じ
で
す
。
学
生
と
教
職
員
、
若
者
と
大

人
な
ど
多
く
の
人
々
が
一
体
と
な
れ
る
す

ば
ら
し
い
機
会
で
す
。
よ
り
多
く
の
人
々

が
参
加
す
る
こ
と
が
大
学
祭
を
よ
り
有
意

義
な
も
の
に
し
、
こ
れ
を
機
会
に
人
々
が

互
い
に
理
解
し
合
う
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ

を
実
感
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
「
名
経
祭
」
は
十
月
二
十
二
日

（
土
）、
二
十
三
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
名
称
に
代
え
て
三
年
目
に
な
り

ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
Ｂ
ａ
ｎ
ｇ
！
Ｂ
ａ
ｎ

ｇ
!!
Ｂ
ａ
ｎ
ｇ
!!!
」
で
す
。
若
い
力
を
生

か
し
、
勢
い
の
あ
る
大
学
祭
を
作
ろ
う
と

い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

今
年
は
模
擬
店
へ
の
学
生
参
加
が
多

く
、
愛
知
万
博
が
ら
み
の
展
示
も
に
ぎ
や

か
で
、
大
学
側
か
ら
多
大
な
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
従
来
以
上
に
学
校
全
体

が
盛
り
上
が
り
、
重
要
イ
ベ
ン
ト
の
成
功

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
一
日
目
の
企
画
は
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
本
学
の
学
生
ダ
ン
ス
で

盛
り
上
げ
ま
す
。
次
の
女
装
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
模
擬
店
出
店
団
体
が
芸
の
深
い
と

こ
ろ
を
披
露
し
、
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
む

で
し
ょ
う
。
ま
た
沖
縄
伝
統
芸
能
で
、
こ

の
大
学
の
顔
と
も
い
え
る
津
梁
（
し
ん
り

ょ
う
）
エ
イ
サ
ー
部
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
も

力
強
い
演
技
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

特
に
今
年
は
三
味
線
演
奏
を
企
画
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
比
較
文
化
研
究
会
の
先

生
か
ら
提
案
し
て
い
た
だ
い
た
、
大
学
祭

で
は
珍
し
い
企
画
で
す
。
大
道
芸
人
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
本
学
ウ
イ
ン
ド
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
部
の
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

二
日
目
は
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
が
付

属
高
蔵
高
校
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
と

合
同
で
公
演
し
ま
す
。
同
校
バ
ト
ン
ト
ワ

リ
ン
グ
部
は
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト

ン
ト
ワ
リ
ン
グ
全
国
大
会
銀
賞
な
ど
の
実

績
も
あ
り
、
期
待
が
持
て
ま
す
。

続
い
て
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
「
夜
宵

や

よ

い

」、

淑
徳
大
学
総
合
格
闘
技
部
、
本
学
ス
ト

リ
ー
ト
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
な
ど
が
ス
テ

ー
ジ
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
こ
こ
で
話
題
を

集
め
そ
う
な
の
は
、
付
属
高
蔵
高
校

一
年
、
山
口
晃
司
君
の
三
味
線
演
奏
で

す
。
高
校
生
の
奏
で
る
三
味
線
の
音
色
が

楽
し
み
で
す
。

名
経
祭
を
閉
め
く
く
る
後
夜
祭
で
は
ラ

イ
ブ
あ
り
、
エ
イ
サ
ー
あ
り
、
お
笑
い
芸

人
「
次
長
課
長
」
に
よ
る
お
笑
い
あ
り
、

ビ
ン
ゴ
大
会
あ
り
。
模
擬
店
や
研
究
テ

ー
マ
展
示
、
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
な
ど
も

用
意
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
地
域
の

方
々
も
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場
下
さ

い
。
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特集テーマは Bang! Bang!! Bang!!!
さ
あ
、い
ら
っ
し
ゃ
い
！

「
名
経
祭
」10
月
22
〜
23
日

地
域
と
と
も
に

大
学
祭
と
い
う
空
間

名
古
屋
経
済
大
学
短
期
大
学
部

学
生
委
員
長
　
水
野
　
晃

（
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
教
授
）

イ
ベ
ン
ト
多
彩
で
す

名
経
祭
実
行
委
員
会
委
員
長

経
営
学
部
三
年
　
東

あ
ず
ま

靖
浩

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
＆
古
本
市（

図
書
館
）

お
い
で
ま
せ
三
重
物
産
展

（
就
職
部
）

ネ
ッ
ト
と
ロ
ボ
ッ
ト
で
遊
ぼ
う

（
情
報
セ
ン
タ
ー
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ア
ル
コ
ー
ル
パ
ッ
チ
テ
ス
ト

（
学
生
部
、
入
学
広
報
部
）

手
作
り
ケ
ー
キ
＆
コ
ー
ヒ
ー（

教
務
部
）

楽
し
い
ゲ
ー
ム
が
い
っ
ぱ
い

（
総
務
部
、
経
理
部
）

同
窓
会
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
大
学
同
窓
会
）

市
邨
扇
会
お
茶
席

（
短
大
同
窓
会
）

お
ど
ろ
う
１
・
２
・
３

（
幼
稚
園
）

職
員
も
総
参
加
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人間生活科学部にとっては、今回が初め

ての名経祭。管理栄養学科がスタートした

ことに合せて、皆さんに健康と医学に関心

を高めていただこうと、管理栄養学科の伊

藤誠教授（前名古屋市立大学医学部第一内科

教授）による講演会を10月22日（土）に開催

します。

演題は、「胃がんで命を落とさないために

－早期診断と治療の進歩－」です。

この刺激的な演題について、伊藤教授は

「がんはたとえ早期に発見されても治癒に結

びつかないものも少なくありませんが、胃

がんは早期診断でほとんどを治癒させるこ

とができます。そういう時代にもかかわら

ず、胃がんで命を落とす人が後を絶ちませ

ん。あなたがそうならないためにはどうす

るかを胃がんという病気の本態、胃がんに

対する診断や治療法の進歩の中から学んで

いただきたい」と話しています。
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法
学
部
の
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
「
界
法
会
」

は
、
今
年
も
模
擬
裁
判
を
行
い
ま
す
。

今
回
は
、
夫
が
口
論
の
末
、
妻
を
包
丁

で
殺
害
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
致
命

傷
に
至
ら
ず
、
妻
が
ベ
ラ
ン
ダ
に
逃
げ
出

し
、
誤
っ
て
転
落
し
死
亡
し
た
と
い
う
事

例
で
す
。

こ
の
よ
う
に
被
告
人
の
行
為
後
に
、
一

般
的
に
は
被
告
の
殺
害
行
為
と
は
言
い
難

い
行
為
に
よ
っ
て
死
亡
の
結
果
が
発
生
し

た
と
い
う
場
合
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ

き
か
、
を
取
り
上
げ
ま
す
。

学
説
で
も
い
ろ
い
ろ
と
意
見
が
分
か
れ

て
い
る
難
し
い
問
題
で
す
が
、
私
た
ち
で

尋
問
内
容
等
を
考
え
、
分
か
り
や
す
く
お

も
し
ろ
く
裁
判
で
争
っ
て
い
き
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
学
外

活
動
の
機
会
を
設
け
、
学
生
の
学
習
意
欲

の
向
上
、
人
間
的
な
成
長
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
四
月
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ

ン
セ
ミ
ナ
ー
に
続
い
て
、
七
月
十
四
日
に

は
「
愛
・
地
球
博
」
の
見
学
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
ゼ
ミ
単
位
で
、
外
国
の
パ
ビ

リ
オ
ン
を
中
心
に
終
日
、
精
力
的
に
見
て

回
り
ま
し
た
。

今
回
の
大
学
祭
で
は
、
こ
の
見
学
会
を

通
し
て
学
習
し
た
成
果
を
、
各
ゼ
ミ
が
工

夫
を
こ
ら
し
て
発
表
し
ま
す
。

そ
の
内
容
と
し
て
は
、
北
欧
共
同
館
の

見
学
を
通
し
て
学
習
し
た
こ
と
の
展
示
、

民
族
衣
装
を
中
心
と
し
た
世
界
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
に
関
す
る
展
示
、
英
語
圏
に
お
け

る
絵
画
や
サ
イ
ン
等
の
事
物
を
紹
介
し
た

展
示
、
ア
ジ
ア
の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
見
学
し

た
成
果
の
展
示
な
ど
多
彩
な
も
の
に
な
り

ま
す
。

北
欧
圏
、
英
語
圏
、
ア
ジ
ア
…

「
愛
・
地
球
博
」
見
学
の
成
果
を

◆ 各学部、工夫をこらし発表 ◆

刑
事
事
件
の

「
模
擬
裁
判
」
見
て
み
ま
せ
ん
か

幼
児
教
育
研
究
会
は
、
十
月
二
十
二
日

（
土
）
に
、
福
岡
県
北
九
州
市
か
ら
人
形

劇
団
「
の
の
は
な
」
を
本
学
に
迎
え
ま
す
。

二
回
の
公
演
が
あ
り
ま
す
。
演
目
は

「
あ
か
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」
と
「
ス
ー
パ
ー

人
形
劇
」
で
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
か

ら
保
育
を
学
ぶ
学
生
や
大
人
ま
で
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

主
宰
は
納
富
俊
郎
さ
ん
で
、
演
出
か

ら
音
楽
ま
で
お
一
人
で
行
い
ま
す
。
納

富
さ
ん
は
、
今
回
の
公
演
に
向
け
て
次

の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。「
人
形
は
、

人
間
の
心
が
想
像
し
て
作
り
出
し
た
も

の
で
す
。
物
に
命
を
発
見
し
作
り
出
す

事
は
楽
し
い
こ
と
で
す
。
そ
の
人
形
に

命
が
与
え
ら
れ
れ
ば
動
き
出
し
ま
す
。

人
形
劇
は
と
て
も
自
然
な
こ
と
で
、
そ

の
上
想
像
の
産
物
で
す
か
ら
自
由
で
す
。

見
た
ら
や
り
た
く
な
る
人
形
劇
で
す
。

い
っ
し
ょ
に
や
り
ま
し
ょ
う
。」

当
日
は
、
納
富
さ
ん
に
人
形
劇
の
魅

力
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

人
形
劇
団

「
の
の
は
な
」
を
迎
え
ま
す

胃がんについて 伊藤誠先生の講演
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就
職
活
動
ス
タ
ー
ト
の
秋
で
す
。
今
、

就
職
戦
線
は
二
極
分
化
の
傾
向
が
強
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
一
人
で
数
社
か
ら
内
定

を
獲
得
す
る
学
生
が
い
る
反
面
、
数
十
社
に

エ
ン
ト
リ
ー
し
て
も
一
社
も
内
定
を
得
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
就
職
活
動
そ
の
も
の
に
真
剣

に
取
り
組
ま
な
か
っ
た
り
す
る
学
生
が
い
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
事
前
の
十
分
な
準
備

が
結
果
を
左
右
し
ま
す
。
就
職
は
人
生
を
拓

く
第
一
歩
で
あ
り
、
就
職
活
動
を
通
じ
て
の

自
己
成
長
こ
そ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

十
月
十
四
日
（
金
）
に
本
学
講
堂
で

「
平
成
十
七
年
就
職
活
動
出
陣
式
」
を
次
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
挙
行
し
ま
す
。
就
職
を

目
指
す
皆
さ
ん
が
一
人
で
も
多
く
参
加
さ

れ
る
事
を
期
待
し
ま
す
。
当
日
は
末
岡
学

長
か
ら
の
激
励
も
あ
り
ま
す
。
全
学
を
あ

げ
て
取
り
組
む
就
職
支
援
の
ス
タ
ー
ト
と

も
な
り
ま
す
。

◎
講
演（
午
後
三
時
）「
企
業
の
求
め
る
人
材
」

ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
常
務
取
締
役

（
経
営
本
部
長
）
森
中
晴
夫
氏
　

◎
末
岡
学
長
の
激
励
（
午
後
四
時
）

◎
犬
山
太
鼓
の
演
奏

犬
山
市
の
保
育
士
グ
ル
ー
プ
「
響

（
ひ
び
き
）」
の
出
演

◎
学
生
決
意
表
明

◎
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱

大
学
三
年
生
、
短
大
一
年
生
の
皆
さ
ん

は
し
っ
か
り
と
し
た
心
づ
も
り
で
就
職
活

動
に
取
り
組
む
た
め
に
必
ず
ス
ー
ツ
着
用

で
参
加
し
て
下
さ
い
。

業
界
研
究
会
（
情
報
提
供
）

十
月
二
十
七
日
（
木
）
午
後
三
時

７
号
館
７
Ｆ
１
教
室

講
師

Ｕ
Ｆ
Ｊ
総
合
研
究
所

経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
室

チ
ー
フ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
篠
原
正
行
氏

内
容
　
流
通
、
サ
ー
ビ
ス
、
金
融
、
製
造

業
な
ど
の
業
界
解
説

対
象
　
大
学
３
年
生
、
短
大
１
年
生

Ｙ
Ｅ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
検
定

厚
生
労
働
省
が
認
定
す
る
若
年
者
就
職

基
礎
能
力
検
定
試
験
を
名
経
大
生
に
限
り
、

通
常
５
千
円
の
と
こ
ろ
が
無
料
で
受
験
で

き
ま
す
。
大
学
一
〜
三
年
生
、
短
大
一
年

生
が
対
象
。

十
一
月
十
二
日
（
土
）

本
学
試
験
（
７
号
館
７
Ｅ
１
教
室
）

十
一
月
十
三
日
（
日
）

Ｌ
Ｅ
Ｃ
名
古
屋
駅
前
校

い
ず
れ
も
午
前
八
時
四
十
分
集
合
。

時
間
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
験
者
は
こ
の
二
日
の
う
ち
の
い
ず
れ

か
を
選
択
し
、
就
職
部
に
申
し
込
む
。

申
し
込
み
期
間
は
十
月
十
七
日
〜
十
一

月
四
日
。

Information

就職のもう一つの拠点

図書館の活用を
就職部長　小久保　純一

私は子どもの頃から本が大好きで、「本の虫」を自認し

ています。本学に赴任して何よりも嬉しいのは、図書館を

活用できることです。今でも年間150冊近い本を読みます。

私の読書スタイルは手当たり次第に読みあさる典型的な

濫読です。その基礎になるのが以前トレーニングを受けた

速読の技術です。その濫読の中からエキスとなる部分を抜

き出し、そこについては何度も読み返し、自分のものとし

ていきます。私は学生時代に経済学を専攻し、大学院で心

理学と行政学を研究しました。また民間企業で経営戦略策

定や人事制度設計に取り組んだ時もこの手法で専門性を高

めました。

学生の皆さんの就職支援を通じて言えることは、図書館

を就職活動に最大限に活用していただくことの重要性で

す。就職部は就職活動の最大の拠点ですが、図書館をもう

一つの拠点として活用することが、内定を獲得する上で大

いに役立ちます。さらに内定を得た後、卒業するまでの期

間に、仕事に関する本をできるだけ多く読むことをお薦め

します。

学生の皆さんの目指す分野に関する大局的な観点からの

本を読み、次に絞り込んだ具体的な内容の書かれた本を読

み進んでいくことで深い理解を得ることができます。私は

本学まで片道1時間40分ほどをかけて通勤していますが、

電車の中を書斎と位置づけています。本を読み、目を閉じ

て、内容についての思索を行います。そしてまた本を開く

といったことを繰り返します。就職部の情報とは異なった

種類の情報が図書館には数多く蓄積されています。

就職部と図書館を上手に活用することで、学生の皆さん

が自分の納得できる就職活動ができることを心より期待し

ています。

就
職
活
動
出
陣
式

10
月
14
日
、
学
長
が
激
励

先んずれば人を制す！

【
就
職
部
だ
よ
り
】



第
２
回

「
行
政
サ
イ
ド(

犬
山
市
、
小
牧
市
、
大
ロ
町)

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
現
状

・
こ
れ
か
ら
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
」

10
月
22
日
（
土
）
10
時
か
ら
12
時
ま
で

講
師：

犬
山
市
役
所
総
務
部
情
報
管
理
課
長

鈴
木
健
夫
氏

小
牧
市
役
所
企
画
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長

舟
橋
久
男
氏

大
口
町
役
場
情
報
課
　
辻
口
昌
宏
氏

第
３
回

「
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
」

10
月
29
日
（
土
）
10
時
か
ら

講
師：

名
古
屋
経
済
大
学
法
学
部
講
師

萩
原
聡
央

名経大通信6

情
報
セ
ン
タ
ー
連
続
講
演
会

情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
社
会
と
は
」
を
総
合
テ
ー
マ
に
、
昨
年
に
引

き
続
き
連
続
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
に
焦
点
を
あ
て
、
地
域
と

大
学
で
「
情
報
社
会
に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
」
考
え
ま
す
。

場
所
は
７
号
館
７
Ｅ
２
教
室
。

第
１
回

「
市
民
か
ら
見
た
こ
れ
か
ら
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
」

10
月
15
日
（
土
）
10
時
か
ら
11
時

講
師：

名
古
屋
経
済
大
学
経
済
学
部
助
教
授
　

岸
野
澄
子

小
木
教
授
、
内
閣
府「
消
費
者
教
育
専
門
家
」の
委
嘱
を
受
け
る

経
済
学
部
の
小
木
紀
之
教
授
（
日
本

消
費
者
教
育
学
会
長
）
は
、
こ
の
た
び
、

内
閣
府
国
民
生
活
局
長
よ
り
「
消
費
者

教
育
専
門
家
」
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
六
月
に
三
十
六
年
ぶ
り

に
消
費
者
保
護
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、

「
消
費
者
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
十
七
年
四
月
に
は
、「
消
費
者
基
本

計
画
（
五
カ
年
計
画
）」
が
策
定
さ
れ
、

三
つ
の
基
本
方
向
と
し
て
①
消
費
者
の

安
全
・
安
心
の
確
保
②
消
費
者
の
自
立

の
た
め
の
基
盤
整
備
③
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
へ
の
機
動
的
・
集
中
的
な
対
応
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

「
消
費
者
教
育
専
門
家
」
と
は
消
費
者

取
引
の
多
様
化
、
複
雑
化
に
伴
う
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
貢
献
す
る

人
材
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
学

校
、
地
域
、
職
場
な
ど
様
々
な
場
所
で

人
々
が
生
涯
を
通
じ
て
消
費
者
教
育
を

受
け
ら
れ
る
機
会
の
充
実
は
、
ま
す
ま

す
重
要
な
政
策
課
題
と
な
る
は
ず
で
す
。

私
は
短
期
大
学
部
か
ら
大
学
に
編
入
し

ま
し
た
。
現
在
、
父
の
経
営
す
る
会
社
の

書
籍
部
門
で
あ
る
名
古
屋
市
内
の
「
書
林

房
五
常
」
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
学
で
経
営
学
の
授
業
を
受
け
、
父
の

仕
事
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
経

営
そ
の
も
の
か
ら
次
第
に
書
籍
業
を
面
白

く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
は
ど
こ

で
買
っ
て
も
同
じ
で
値
引
き
も
あ
り
ま
せ

ん
。
店
独
自
の
特
徴
を
作
る
と
い
う
こ
と
、

い
か
に
し
て
お
客
様
の
目
に
と
ま
り
興
味

を
惹
か
せ
る
か
、
に
書
店
の
魅
力
が
あ
り

ま
す
。

お
店
で
は
、「
ド
ラ
え
も
ん
」
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。
書
籍
だ
け
で
は
な
く

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
ま
で
扱
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
だ
け
の
商
品
構
成
は
他
店
に
は

な
い
も
の
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
絵
本
も

メ
ル
ヘ
ン
か
ら
戦
争
体
験
ま
で
お
薦
め
で

き
る
も
の
を
陳
列
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
こ
れ
で
○
○
問
題
が
わ
か
る
」
と
い
っ
た

時
事
問
題
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
て
い
ま
す

が
、
店
鋪
も
広
く
な
い
の
で
特
定
コ
ー
ナ

ー
は
長
く
展
開
で
き
ま
せ
ん
。
あ
る
程
度

の
時
期
を
み
て
入
れ
替
え
す
る
た
め
、
次

に
行
う
コ
ー
ナ
ー
を
企
画
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
は
短
大
の
時
に
取
得

し
た
「
販
売
士
」
の
資
格
が
役
に
立
っ
て

い
ま
す
。

お
店
の
運
営
に
お
い
て
最
も
大
切
だ
と

感
じ
て
い
る
の
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
一
緒
に
仕
事
を

し
て
い
く
の
で
す
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

仕
事
と
い
う
の
は
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
で

き
て
い
る
か
ら
こ
そ
個
人
プ
レ
ー
が
引
き

立
つ
と
思
い
ま
す
。
個
人
プ
レ
ー
だ
け
だ

と
、
皆
自
分
勝
手
に
動
い
て
し
ま
い
作
業

も
ス
ム
ー
ズ
に
い
き
ま
せ
ん
。

そ
し
て
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

秘
訣
は
、「
人
の
話
に
聞
く
耳
を
持
つ
」
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
簡
単

な
よ
う
で
意
外
に
難
し
い
こ
と
で
す
。
楽

し
い
話
は
誰
で
も
聞
け
ま
す
が
、
い
や
な

話
や
興
味
の
な
い
話
な
ど
聞
き
た
く
な
い

も
の
で
す
。
し
か
し
そ
う
い
っ
た
話
で
も
、

関
心
を
少
し
持
っ
て
ま
ず
聞
い
て
み
る
と

大
き
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
自
然
に
疑
問
も
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
で
常
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
考
え
ら
れ
る
力
が
備
わ
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
は
仕
事
に
就
い
て
か
ら
こ
の
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
れ
を
心

掛
け
、
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

01
年
度
経
済
学
部

経
営
学
科
卒
業

服
部
八
寿
子
さ
ん

販売士の資格
役立っています 卒業生近況

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
お
け
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て



名経大通信 7

Ⅰ.資金収支計算書の概要

資金収支計算書は、年度中の諸活動に対するすべての
収入及び支出の内容と年度中における支払資金のてん末
を明らかにするものです。
資金収支総額は、177億1,801万円で前年度比4.2%減少
しました。
収入の部では、学生生徒納付金収入が前年度比2.1%減
少。これは、年々少子化が進み18歳人口が減少し、大学・
短期大学部の学生数が減少したことによるものです。
補助金収入は、前年度比15.8%の増加です。これは、大
学・短期大学部の教育設備を充実したことと高校・中学
の生徒数が増加したことによるものです。
支出の部では、人件費支出が前年度比5%増加しました。
主な要因は、退職金支出の増加です。

教育研究費支出は、前年度よりやや減少しましたが、管
理経費支出が前年度比30.3%増加しました。これは、平
成17年度開設の名古屋経済大学人間生活科学部（幼児保
育学科と管理栄養学科）及び短期大学部のキャリアデザ
イン学科に係わる諸費用の増加です。
施設関係支出は、高蔵高等学校・中学校移転に伴う元
県立大学（瑞穂区高田町）の校地・校舎等購入により大
幅に増加しました。
設備関係支出も大幅に増加しました。これは、大学・
短期大学部の教育研究用機器備品充実のための支出が前
年度比73.8%増加したことによるものです。
よって、支出が大幅に増加し、次年度繰越支払資金は
前年度の約96億円から当年度は約68億円に減少しました。

Ⅱ.消費収支計算書の概要

消費収支計計算書は、年度中の消費収入と消費支出の内
容を明らかにし、消費収支の均衡状態を明らかにするもの
です。
消費収入は、前年度比3%減少しました。これは、学生
生徒納付金収入の減少と施設・設備充実により基本金組
入額が大幅に増加したことによります。
当年度消費収支差額は、30億9,282万円の支出超過とな
りました。このため、当年度末における消費収支差額は、
前年度までの消費収入超過額の累積額14億971万円から当
年度の消費支出超過額30億9,282万円を差引いた16億8,311
万円が消費支出超過額として翌年度に繰り越されること
となりました。

Ⅲ.貸借対照表

貸借対照表は、財政状態を明らかにするために、年度
末に保有するすべての資産、負債、基本金及び消費収支
差額を表示しています。資産総額は、319億7,348万円で、
前年度比2.7%の減少です。主な内容として、固定資産は
前年度比7.9%増加しましたが、流動資産は前年度比25.9%
減少しました。負債の部では、固定負債が前年度比1.7%
減少し、 流動負債は6.3%増加しました。基本金は、第1
号基本金が前年度比16.7%増加。これは、第2号基本金16
億3千万円を第1号基本金へ振り替えたことが大きな要因
です。
消費収支差額は、各年度の消費収入から消費支出を差
引いた累積です。平成16年度の翌年度繰越消費差額は支
出超過となりました。

決 算 報 告

平成16年度学校法人市邨学園決算概要
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経
済
学
部
助
教
授
　
伊
藤
久
司

八
月
三
日
か
ら
四
泊
五
日
の
日
程
で
、

本
学
と
国
際
交
流
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
て
い
る
韓
国
済
州
島
の
耽
羅
大
学
に
学

生
十
五
名
、
教
員
二
名
で
訪
問
し
ま
し
た
。

耽
羅
大
学
は
観
光
学
部
や
地
域
開
発
学

部
な
ど
四
学
部
十
学
科
が
設
置
さ
れ
、
海

を
臨
む
広
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
ゴ
ル
フ
練

習
場
、
学
生
寮
、
運
動
場
な
ど
の
設
備
が

整
っ
て
い
ま
す
。

初
の
交
流
行
事
で
、
テ
コ
ン
ド
ー
や
ゴ

ル
フ
の
実
体
験
を
交
え
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
か
ら
始
ま
り
、
韓
国
語
や
済
州
島
の

歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
三
回
の
講
義
も
受

け
ま
し
た
。
言
葉
が
通
じ
ず
戸
惑
っ
て
い

た
学
生
た
ち
も
日
に
日
に
打
ち
解
け
ま
し

た
。耽

羅
大
学
の
学
生
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
企

画
し
、
手
厚
く
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

お
陰
で
韓
国
文
化
に
直
接
触
れ
ら
れ
、
貴

重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

法
学
部
助
教
授
　
谷
川
毅

八
月
一
日
、
留
学
生
を
対
象
に
し
た
万

博
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
集
合
は
朝

七
時
半
に
大
学
の
北
門
。
朝
早
く
に
も
か

か
わ
ら
ず
集
ま
っ
て
き
た
の
は
、
留
学
生

四
十
一
名
を
含
む
総
勢
五
十
名
。
バ
ス
二

台
に
分
乗
し
て
会
場
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

西
ゲ
ー
ト

で
学
長
と

合
流
し
、

中
国
館
の

前
で
記
念

写
真
を
撮

っ
た
あ
と
、

そ
の
ま
ま

全
員
で
同

館
を
見
学
。

そ
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ

思
い
思
い

に
会
場
を
回
り
ま
し
た
。
み
な
万
博
の
一

日
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。
た
だ
せ
っ
か

く
の
今
回
の
企
画
を
、
日
本
人
学
生
と
留

学
生
の
交
流
の
場
に
で
き
な
か
っ
た
の
が

惜
し
ま
れ
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
教
授武

田
康
雄

八
月
二
十
一
日
か
ら
九
月
七
日
ま
で
、

カ
ナ
ダ
へ
「
海
外
語
学
研
修
」
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

短
期
大
学
部
の
学
生
た
ち
の
語
学
力
を

磨
く
た
め
の
研
修
で
す
が
、
同
時
多
発
テ

ロ
や
伝
染
病
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
な
ど
の
影
響
を
受

け
、
過
去
三
年
間
実
施
が
見
送
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

満
を
持
し
て
迎
え
た
四
年
ぶ
り
の
今
回

は
、
研
修
地
を
従
来
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か

ら
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
の

州
都
で
あ
る
ビ
ク
ト
リ
ア
に
変
更
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
現
地
の
家
庭
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
二
週
間
の
語
学
研
修

は
予
想
以
上
に
楽
し
く
、
充
実
し
た
も
の

で
し
た
。

ま
た
、
バ
ン
フ
か
ら
ア
サ
バ
ス
カ
氷
河

に
至
る
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ロ
ッ
キ
ー
観
光

で
は
、
氷
河
を
抱
く
山
々
や
そ
の
麓
に
緑

色
に
た
た
ず
む
湖
や
川
が
一
日
中
、
私
た

ち
を
魅
了
し
続
け
ま
し
た
。

耽
羅

た

ん

ら

大
学（
済
州
島
）へ

学
生
15
名
が
訪
問

四
年
ぶ
り
の

海
外
語
学
研
修

Global

留
学
生
が
万
博
を
見
学

人
間
生
活
科
学
部
幼
児
保
育
学
科

一
年
　

田
智
充

私
は
、
岐
阜
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、「
第
三
十
二

回
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同
時
交
流
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
両
国
が

同
じ
期
間
に
青
少
年
を
相
互
に
交
換
し
、

友
好
と
親
善
を
深
め
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ

の
発
展
を
図
る
と
い
う
事
業
で
す
。

派
遣
に
志
願
し
た
の
は
高
校
三
年
の

と
き
。
二
度
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
る

今
回
、
派
遣
が
決
ま
っ
た
と
き
は
と
て

も
う
れ
し
く
家
族
全
員
で
喜
び
ま
し
た
。

私
は
約
百
人
の
団
員
と
と
も
に
、
七

月
か
ら
八
月
に
か
け
て
三
週
間
の
日
程

で
ド
イ
ツ
の
ヴ
ェ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
を
訪

問
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な

が
ら
、
地
域
の
青
少
年
と
と
も
に
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
と
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
と
射
撃
は
ス
リ
リ
ン
グ
な
体
験
と
な

り
ま
し
た
。

多
く
の
青
少
年
や
家
族
と
出
会
え
、

言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え
て
た
く
さ
ん
の

思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
二
の
ふ
る
さ
と
の
よ
う
に
な
っ
た
ド

イ
ツ
。
こ
の
思
い
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら

も
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
日
独
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
同
時
交
流
」

に
参
加
し
て



犬

山

市

子

ど

も

大

学

に

協

力
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Local

人
間
生
活
科
学
部
幼
児
保
育
学
科

一
年
　
石
川
真
衣

私
た
ち
「
ど
ん
ぐ
り
」
は
、
今

年
の
六
月
に
発
足
し
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で
す
。
授
業
や
学

外
実
習
以
外
に
も
子
ど
も
と
接
す

る
機
会
を
作
っ
て
、
保
育
の
理
解

を
深
め
て
い
こ
う
と
い
う
目
的
で

結
成
し
ま
し
た
。

今
年
の
夏
休
み
に
は
、
犬
山
市

の
子
育
て
支
援
室
と
心
身
障
害
児

通
園
施
設
「
こ
す
も
す
園
」
で
お

手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

こ
す
も
す
園
に
は
、
心
身
の
発

達
に
何
ら
か
の
援
助
・
助
言
の
必

要
な
乳
幼
児
が
保
護
者
と
一
緒
に

通
っ
て
き
ま
す
が
、
私
は
、
そ
の

中
の
兄
弟
と
遊
び
ま
し
た
。

だ
っ
こ
、
お
ん
ぶ
、
体
操
や
水

遊
び
も
し
ま
し
た
。
最
初
は
こ
ち

ら
も
戸
惑
っ
て
不
安
だ
っ
た
の
で

す
が
、
次
第
に
慣
れ
て
子
ど
も
が

笑
っ
て
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

先
生
方
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
、

障
害
を
も
つ
子
ど
も
と
ど
う
接
す

れ
ば
い
い
の
か
教
え
て
く
だ
さ
り
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
と
も
に
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

犬
山
市
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
犬

山
市
子
ど
も
大
学
」（
犬
山
市
教
育
委
員

会
・
犬
山
し
み
ん
て
い
企
画
）
に
本
年
度
も

協
力
し
ま
し
た
。
本
学
教
員
と
学
生
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
八
月
四
日
か
ら

十
日
に
か
け
十
回
の
講
義
を
も
ち
ま
し
た
。

ロ
ー
マ
字
入
力
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
上

の
注
意
等
を
行
っ
た
あ
と
、
今
年
は
八
月
五

日
に
「
歴
史
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ナ

イ
ス
で
犬
山
」
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
犬

山
の
城
下
町
を
歩
き
、
ホ
ー
ム
・
ペ
ー
ジ
作

り
の
素
材
集
め
を
し
ま
し
た
。

犬
山
福
祉
会
館
を
出
発
し
、
犬
山
市
文
化

史
料
館
、
か
ら
く
り
展
示
館
、
城
前
広
場
、

宮
田
邸
（
眼
科
）、
余
坂
木
戸
跡
、「
ど
ん
で

ん
館
」、
小
島
邸
（
荵
苳
酒
）、
三
井
邸
（
昔

の
米
問
屋
）、
高
札
場
と
三
十
五
度
を
超
え

る
酷
暑
の
な
か
約
三
時
間
の
行
程
を
元
気
い

っ
ぱ
い
に
歩
き
ま
し
た
。
み
ん
な
良
く
が
ん

ば
り
ま
し
た
。

城
下
町
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
で
撮
っ
た
写
真
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
用
に
編
集
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
仕
上
げ
る
作
業
は
、
本
学
が
今
年
四
月

に
更
新
し
た
最
新
鋭
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
、
親
、
講
師
そ
し
て

ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
と
楽

し
く
作
業
を
進
め
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
夏
休
み
の
よ
い
思
い
出
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

http://w
w
w
2.nagoya-ku.ac.jp/̃kodom

od/

地
域
の
親
子
と

「
ふ
れ
あ
い
教
室
」

どんぐりの活動

夏
休
み
に

施
設
の
子
と
遊
ぶ

地
域
の
子
育

て
支
援
に
向
け

て
本
学
が
力
を

発
揮
し
て
い
く

た
め
、こ
の
夏
、

附
属
市
邨
幼
稚

園
で
「
親
子
あ

そ
び
・
ふ
れ
あ

い
教
室
」
を
開

き
、
三
回
シ
リ
ー
ズ
に
延
べ
約
百
五
十

組
の
親
子
が
集
ま
り
ま
し
た
。

七
月
十
六
日
〈
運
動
あ
そ
び
〉、
七
月

三
十
日
〈
食
と
あ
そ
び
〉、
九
月
三
日

〈
造
形
あ
そ
び
〉。
そ
れ
ぞ
れ
子
ど
も
の

発
達
に
か
ら
め
た
テ
ー
マ
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
人
間
生
活
科
学

部
幼
児
保

育
学
科
、

短
期
大
学

部
保
育
科

の
教
員
、

そ
れ
に
幼

稚
園
の
栗

木
園
長
ら

が
実
技
指

導
と
講
話

を
し
ま
し

た
。
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最
近
再
び
、
静
か
な
株
式
投
資
ブ
ー
ム

が
起
き
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
化
の
浸
透
に
よ
っ

て
、
主
婦
・
Ｏ
Ｌ
・
学
生
な
ど
一
般
投
資

家
の
裾
野
が
広
が
り
、
同
時
に
彼
ら
の
趣

味
と
も
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
か
つ
て

の
バ
ブ
ル
期
の
頃
と
は
大
き
く
異
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
株
式
投
資
の
投
資
判
断
材

料
と
し
て
最
も
ベ
ー
シ
ッ
ク
に
な
る
有
価

証
券
報
告
書
の
存
在
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。
有
価
証
券
報
告
書
に
記
載
さ
れ

る
豊
富
な
企
業
情
報
の
質
・
量
の
点
か
ら
、

銀
行
・
証
券
会
社
・
ア
ナ
リ
ス
ト
な
ど
一

部
の
専
門
家
に
は
大
い
に
利
用
さ
れ
て
い

る
が
、
国
民
全
体
レ
ベ
ル
で
見
る
と
、
ほ

と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で

あ
る
。

そ
こ
で
、
多
く
の
一
般
投
資
家
の
た
め

に
、
株
式
投
資
の
判
断
材
料
と
な
る
有
価

証
券
報
告
書
の
読
み
解
き
方
を
Ｑ
＆
Ａ
の

形
で
提
供
し
て
い
る
の
が
本
書
で
あ
る
。

筆
者
は
大
学
教
授
で
あ
る
が
、
あ
え
て
難

し
い
言
い
回
し
を
す
る
こ
と
な
く
、
対
話

形
式
の
よ
う
な
話
し
言
葉
で
書
か
れ
て
い

る
。有

価
証
券
報
告
書
と
聞
く
だ
け
で
、
い

か
に
も
会
計
の
知
識
が
必
要
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
決
し
て
そ
の
よ
う

な
こ
と
は
な
く
、
有
価
証
券
報
告
書
に
は

文
章
を
中
心
に
し
た
企
業
情
報
が
多
く
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
文
章
情
報
は
一

般
常
識
だ
け
で
も
十
分
に
読
み
取
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
筆
者
は
訴
え
て
い

る
。
有
価
証
券
報
告
書
を
読
み
取
る
コ
ツ
、

有
価
証
券
報
告
書
を
活
用
し
た
投
資
先
企

業
の
採
点
方
法
な
ど
を
読
み
進
め
て
い
く

う
ち
に
、
お
よ
そ
の
読
み
解
き
方
を
体
験

で
き
る
。

さ
ら
に
、
会
計
の
知
識
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
読
者
の
た
め
に
、
会
計
知
識
ゼ

ロ
の
視
点
か
ら
の
財
務
諸
表
（
有
価
証
券

報
告
書
に
掲
載
さ
れ
る
）
の
読
み
方
も
提

供
し
て
い
る
。

山
本
繁
・
本
学
大
学
院
教
授
（
会
計
学

研
究
科
）
を
編
集
顧
問
と
す
る
会
計
学
中

辞
典
編
集
委
員
会
で
企
画
さ
れ
、
約
五
年

の
歳
月
を
経
て
刊
行
さ
れ
た
。

こ
の
間
に
わ
が
国
で
は
「
会
計
ビ
ッ
グ

バ
ン
」
が
行
わ
れ
た
た
め
に
、
本
辞
典
は

何
度
か
企
画
が
見
直
さ
れ
、
現
代
会
計
の

基
礎
理
論
・
概
念
は
も
と
よ
り
会
計
ビ
ッ

グ
バ
ン
に
対
応
し
た
最
新
の
約
八
百
項
目

を
わ
か
り
や
す
く
コ
ン
パ
ク
ト
に
解
説
し

て
い
る
。
多
く
の
人
び
と
の
現
代
的
要
請

に
的
確
に
応
え
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

い
ま
、
日
本
の
経
済
・
会
計
・
経
営
シ

ス
テ
ム
が
大
き
く
変
容
し
て
い
る
な
か
で
、

会
計
お
よ
び
会
計
学
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
、

最
新
の
会
計
基
準
の
内
容
や
用
語
・
概
念

の
意
味
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
辞
典
の
特
色
は
、

①
現
代
会
計
の
基
礎
理
論
・
概
念
を
解
明

②
会
計
ビ
ッ
グ
バ
ン
・
会
計
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
に
対
応

③
厳
選
し
た
項
目
総
数
、
約
八
百
項
目
、

最
新
項
目
も
多
数

④
執
筆
者
総
数
一
六
二
名
、
欧
米
の
研
究

者
も
執
筆
参
加

⑤
使
い
や
す
く
見
や
す
い
中
辞
典

と
類
書
に
な
い
特
色
を
も
っ
た
会
計
学
の

中
辞
典
で
あ
る
。
山
本
教
授
自
身
も
八
項

目
に
執
筆
し
て
い
る
。

昨
年
十
一
月
に
名
古
屋
経
済
大
学
大

学
院
（
法
学
研
究
科
、
会
計
学
研
究
科
）

主
催
の
初
の
公
開
講
演
会
「
減
損
会
計

を
め
ぐ
っ
て
｜
会
計
と
税
務
｜
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
、
講
演
速
記
要
旨
が

小
冊
子
（
非
売
品
）
に
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
辻
山
栄
子
・
早
稲
田
大
学
教

授
の
「
減
損
会
計
基
準
の
概
要
」、
品
川

芳
宣
・
筑
波
大
学
大
学
院
教
授
の
「
減

損
会
計
と
税
務
」
で
す
。

関
心
の
あ
る
方
は
栄
キ
ャ
ン
パ
ス
事

務
室
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
２
｜

２
４
９
｜

８
５

３
６
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

「
い
ま
さ
ら
人
に
聞
け
な
い
　

有
価
証
券
報
告
書
の

読
み
解
き
方
」

佐
藤
敏
昭
（
経
営
学
部
教
授
）
著

﹇
セ
ル
バ
出
版
﹈

「
減
損
会
計
を
め
ぐ
っ
て
」

小
冊
子
を
配
布

「
会
計
学
中
辞
典
」

編
集
顧
問
・
山
本
繁
（
大
学
院
教
授
）

﹇
青
木
書
店
﹈



今
年
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
は
七
月
二
十

四
日
と
九
月
四

日
（
い
ず
れ
も

日
曜
）
に
行
い
、

各
学
部
、
学
科

が
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
り
に
工
夫
を

こ
ら
し
、
受
験

希
望
者
に
本
学

の
特
色
を
見
て

も
ら
い
ま
し
た
。

本
学
硬
式
野
球
部
は
、
北
海
道
勇
払
郡
鵡
川
町
の

生
涯
学
生
セ
ン
タ
ー
報
徳
館
を
使
用
し
て
、
五
年
前

よ
り
実
施
し
て
い
る
恒
例
の
夏
季
合
宿
を
七
月
二
十

九
日
〜
八
月
七
日
に
予
定
し
て
い
ま
し
た
。
七
月
三

十
日
全
体
練
習
終
了
後
、
十
一
名
が
夜
間
特
別
練
習

に
参
加
、
練
習
終
了
後
、
道
の
駅
「
四
季
の
館
」
で

入
浴
し
、
コ
ン
ビ
ニ
で
買
い
物
を
し
て
、
合
宿
所
に

戻
る
途
中
の
鵡
川
町
豊
城
の
道
道
交
差
点
（
両
車
線

と
も
幅
七
メ
ー
ト
ル
で
止
ま
れ
の
標
識
あ
り
）
で
衝

突
事
故
が
起
き
ま
し
た
。

今
回
の
交
通
事
故
は
、
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
出

来
事
で
あ
り
、
死
亡
者
の
他
、
多
く
の
負
傷
者
が
生

じ
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
に
耐
え
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
定
員
を
上
回
る
乗
車
人
員
に
よ
る
事
故
で
あ

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
素
よ
り
法
令
を
厳
し
く

遵
守
す
べ
く
指
導
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
事

態
を
招
い
た
こ
と
は
極
め
て
残
念
で
あ
り
、
今
後
こ

の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
全
学
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
参
る
所
存
で
す
。

事
故
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
近
藤
誠
君
（
法
学

部
四
年
）
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
事

故
に
遭
わ
れ
た
方
々
全
員
の
一
日
も
早
い
快
復
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

大
学
学
生
委
員
長

三
浦

東

硬
式
野
球
部
員
の
訃
報

オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス


